















































































































































































子舗1 子欝2子麟3灘 朧幹1 瞭繕2母麟3購 母舗5書く 飲む 取る 食う 来る する 開ける 教える 入る 買う 考える




1 a a ＠to艮a 0 i 一 一 ｝ 一 皿 韮aR（否定）
2 a a a a i i 一 一 ra 一 ｝ saR（丁寧命令）






w w w w ｝ ~ w 唐≠唐?ｒｕ（使役）
5 i i i 賦 i i ｝ 一 一 　 ㎜ nagara（並行）
6 ，?? i ＠toQuR
? ? Q … 一 ｝ 一 ta配（希望）
7 u u u uR uru ，1ru ru r疑 ru ru ru 言い切り
8 u u ㊥toQu民 uQ
?













Xc－2~ ~ 翌狽盾p w s ?? p 垂?Ｒ（推盤2・意志）
10 u u ＠to蕪u8 蝋 i睡 N 　 ｝ 一 一 na（禁止）
11 e e e eR　． 疑re e re re re re re ba（仮定1）
12 e e e eR ●1re e re re re re re Rru（可能1）








































瀧瀦号 骸 その他1 n認（舌定） nagabe飛（否定推量）
2 saR（丁寧命令） saru（尊敬）
3 ba（仮定2）





































































































轡く 行く 研ぐ 出す 立っ 死ぬ 飛ぶ 飲む 取る 蹴る 有る 食う
kag ? to9dast＆d ●S脇 tobHomtorkerar
? 欝




1 a a a a a a a a §to想 ㊤KeN
?
a 憾（否定）
2 a a a i a a a a a a ? a saR（丁寧命令）







w w ~ ~
a一　　嘗　　層　　　．　　輸　　曽
~ 唐≠唐?ｍ（使役）
5 i i i ? ＊i i i i 飢0起 ＠ke誕 eaNu飛 聰gara（並行）
6 ???? ，??? i ? ??? i i i 逡toQ＠keQ ? uR taR（希望）
7 u ? u i 零i ? ? u u u u u只 言い切り





































10 u u u i ＊i u u u ＠to熱 ＠ke聾
? uR Ha（禁止）
11 e e e e e e e e e e e eR ba（仮定1）
12 e e e e e e e e e e ? e猛 Rru何能1）






















































































































































































































母音語幹1 緯音語幹2 繍3 母音語幹4 母音語幹5
見る 趣る 麟る 獄る 猷る 搬る λる 逼る 買う 追う 縫う 叱る 考える 鑑える




1 一 　 一 一 嚇 皿 一 一 一 ｝ 一 ｝ ｝ ㎜ naR僑定）
2 ｝ 一 一 ｝ 噂 一 ra ra一 ＠boa一 ＠㎞rua一 ｝ saR（丁寧命令）
3 ra ra ra ra ra ra ra ra rar＆ ra ra ba（仮定2）
?Q p u w ~ ~~ ~ ~
×，　一　　一　一　　，　　F　　，　　胴
p 唐≠唐?ｒｕ（使役）
5 一 皿 一 一 鴫 ｝ 一 一 一 ｝ ｝ 一 ｝ ｝ aagara（並行）
6 Q Q Q 一 噛 一 一 一 一 ｝ 闇 ｝ 一 畠嘗 ta駐（希望）
7 ruru rar葛 ru ruru ruru ru ruru ru ru 雷い切り
8 Q Q Q 一 軸 一 一 一 一 ｝ ｝ 一 ｝ 心 」◎砒＆（様態）
Xa－2
???????????
× × ×開　　騨 ??X ×
























?? × X ×炉　騨　嚇　　胴　　7　　用　　騨　　需
ﾅ p
三．
p p p 噂 一
｝　　一　　，　　一　　｝ “　　，　　｝　　P　　甲　　冒 騨　　騨　　騨　　”　　刷　　P　　騨　　P
垂?民（推燈2・意志）
10 ? ? ? ｝ 噺 一 一 一 一 ｝ ｝ ｝ 謄 一 na（禁止）
11 re re rere re rere rere re re re rere ba（仮定1）
12 re re rere rerere rere re re rere re 民m（可能1）









































×F　　■　　畠　　一　　P ?? X X一　　一　一　　▼　畠　　▼　一　　一 ?? Q註e（確信）一曹　　．　　9　　9
w
一刷　　9　　曹　　，



















































































































































































上一五 下一 下二 ? 力変 サ変 ナ変 ラ変
?
語数 14 68 1 46577硅 55 go 2
?
1480








力旨テ 力桁 さ行 た行 だ行 は行 ば行 ま行 ら行 計





































































































































































































































































































































































あ段 い段 う段 え段 お段
?
語数 7 1 0 0 2 10終止形
Qモーラ 罰合留 70 10 0 0 20 10e
語数 36 3 2 2 9 52終止形
Rモーラ 割合図 69 6．． 4 4 171eo














































あ段 い段 う段 え段 お段 計
語数 6 2 5 2 8 23終止形
Qモーラ 割合岡 26 9 22 9 35≒100
語数 51 1 7 1 29 89終止形
Rモーラ 割合（髭） 57 1 8 1 33 100


























高い 珍しい 暑い 良い 低い 濃い 広い




1 ㎞ 溢 ㎞ ku ku ku 織 te（中止）
2 gu gu 璽 9貸 劇 9縫 9縫 n訳（否定〉
3 R R 8 ? 2 i i 雷い切り
4 ga ga ga gaga ga ga be2（推麗2）
5 garagara gara garagaragara gara仮定2
6 ga趣 ga建 ga趨 ga趣 ga趣 ga建 ga建ta（過蜜）
7　　2



























































2 dara朧3 da寝 ta（過去）
4 da 言い切り，連体修飾，goQta（自由1＞，beR（推璽2），ga（疑問），ga田osirenaR（かもしれない）
5 dareba（仮定）
6 daH ba（仮定〉
7 一 aeΩaru（になる）
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7．むすび
　種市町平内方言の用言の活用について，共時的・通蒔的に記述を行った。
　動詞を中心として，明らかにしたことを整理すると次のようになる。
　共時的には，動詞には9種類の活用のタイプが認められる。
　活用の類の統合状態では「上一上二下二／（下一）　四段ナ変ラ変／
力変／サ変」という状況よりさかのぼるものではない。
　ただし，共時的な活用のタイプの区SSI］は，上記の類の区別に単純に対応す
るものではなく，おもに類推を通して，一定の条件のもと複雑に分離し，成
立したものである。
　また，そのように分離した活用の記述においては，交替語幹ならびにその
通時的分類としての移行語幹の考え方の導入が脊効である。
　上記のような点を明らかにした上でいくつか残された課題がある。
　ひとつは，若干の活用形が増える可能性が考えられ，その点の補充が求め
られることである。
　また，助動詞の活用についてはまだ調査が不十分である。これについても
明らかにすることにより，活用の本質にかなり近づけるという見通しがある。
　最後になってしまったが，疇間のかかる調査にもかかわらず，自分の趣味
の一一っだからと相手をして下さっている堀米氏にここに深謝を記します。
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